
　１１月１１日、ホテルニューイタヤにおいて、「令和４年度第二回幹
事会」を開催し、全ての議事について承認されました。
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私たちは、思考の質⇒行動の質⇒結果の質を循環させ、
土地改良の未来に貢献できる人材を目指します‼

私たちは、思考の質⇒行動の質⇒結果の質を循環させ、
土地改良の未来に貢献できる人材を目指します‼

マスコットのネーミング募集 結果発表

　栃木と言えば「イチゴ」、髪飾りもあることから「いちご」と「一期
一会」の「一期」をかけました。クラスは、同様の者のまとまりとの
意味もありますが、地位とか存在の意味を強く表します。一期一
会の精神、会員同士が互いに尊重しあい、誠意を尽くす存在にな
るという願いを込めて名付けました。

　特典として、QUO
カード5,000円分を
石川房代会長よりプ
レゼントいたします。

　土地改良団体の「女性理事登用」について、次のとおり承認を求
め、下記のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　記
　土地改良区（連合を含む）の女性理事登用を２０２５年度までに１０％
以上という成果目標を踏まえ、土地改良区理事との座談会など「女
性の会」として運動を展開する。

令和４年度会員研修会の開催について議事2
　令和４年度会員研修会の開催について 、次のとおり承認を求め、下記のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　記
１  開催日時等
    日　時／令和５年１月１３日（金）　午後１時３０分から　　場　所／栃木県土地改良会館３階会議室
２  内　容
    １） グループワーク　仮題 「私が描く土地改良の未来」 ～ それぞれの立場で考える男女共同参画 ～
    ２） 「農業農村整備について」　全国水土里ネット専務理事  室本 隆司 氏

「イチゴクラス」
（一期class）に決定‼

たくさんのご応募ありがとうございました‼

去る11月11日
「女性の会」役員による投票の結果、
土谷 和之さん
（水土里ネットとちぎ施設保全課）の
「イチゴクラス（IC）」に
決定いたしました。

理由

令和5年9月下旬開催予定

偉大なる
先人たちの
歴史に
触れよう‼
～那須野ヶ原～

百聞は一見に如かず
私たちの目で、確かな知識を、そして活動の輪を広げませんか？

世界かんがい
施設遺産登録那須疏水

伊藤博文・松方正義、
烏ヶ森で説明を受ける

那須疏水工事

那須疏水西岩崎地点、満開の土手桜 蛇尾川サイフォン出口 模型

写真提供：
那須野ヶ原
土地改良区連合

地域の発展に貢献してきたかんがい施設の歴史や発展を明らかにし、その理解醸成を図ると共に
かんがい施設の適切な保全に資するため、２０１４年（平成２６年）国際かんがい排水委員会（ＩＣＩＤ）
が創設した国際的な認定制度です。平成２９年１０月１０日、先進的な技術を活用し築いてきた貴重
な施設として、那須疏水が、栃木県内初の世界かんがい施設遺産に登録されました。

事業視察のお知らせ
令和5年度活動計画（案）

土谷和之さん

世界かんがい
施設遺産とは・・

左から、早乙女副会長、石川会長、星野相談役

「漢字一文字」自己紹介

理由はご自由にご想像ください。

星野相談役

石川会長

早乙女副会長

高倉幹事

小暮幹事

菅野幹事

「念」

・・・・「楽」

「忘」

・・・・「生」

・・・・「痛」

・・・・「恵」

鈴木幹事

池田幹事

鮎澤幹事

寺嶋幹事

植木幹事

福田事務局

・・・・「画」

・・・・「忙」

・・・・「弾」

・・・・「固」

・・・・「支」

「専」



　１月１３日、栃木県土地改良会館３階会議室において、会員約６０名が
顔を合わせた「会員研修会」を以下の内容で開催いたしました。

「会員研修会」を開催‼
　１０月２１日、砂防会館別館において、水土里ネッ
ト女性職員約１００名が参加し、全国水土里ネット女
性の会研修会が開催され、本県からは、石川房代
会長、早乙女奈穂子副会長、植木美穂幹事、福田
初美事務局の計４名が参加いたしました。
　冒頭、全国水土里ネット女性の会根本由紀子会
長が、女性の結束力を高める力強い挨拶を述べ、
全国水土里ネット室本専務理事の講演では、「男が
やるもの」「女がやるもの」という世代連鎖に捉わ
れることなく、私たち女性も昇進や活躍していく上
で、「土地改良事業」の基本をしっかり理解し、自分
の置かれた場所で多様な考え方を以て業務にあた
ることが大切だということを強く伝えられていまし
た。最後は、アンコンシャス・バイヤスチェックや「男
女共同参画推進に向けた課題の解決」をテーマに
グループワークを行い、男女共同参画推進に弾み
をつけた有意義な研修となりました。

参加‼全国水土里ネット女性の会研修会

（1）女性がキラリ‼ 輝くための秘訣

（3）グループワーク
私が描く土地改良の未来
～それぞれの立場で考える男女共同参画～

①仕事をスムーズに早く進めていくための自己研鑽は必須⇒資格取得へのチャレンジ
②組織内の問題点を素直に議論できる雰囲気づくり⇒トップの理解

この二つが相まって、男女共同参画が加速化する。

（2）土地改良について

バルーンパフォマー　
さくらさん

全国水土里ネット
室本専務理事

令和４年度県南部地方
土地改良事業推進協議会

１１月１５日

令和４年度農村女性会議トップリーダー懇談会
1月１3日 栃木県名誉農業士会

意見交換会

2月21日

全国土地改良大会（沖縄大会）
１１月22日

私たちは他の農業団体との意見交換などにも
積極的に参加し幅広いネットワークを
展開しています

講評

根本全国水土里ネット
女性の会会長 グループワーク


